
演　　目

対　　象　中央区内在住・在勤者および関心のある方
定　　員　212名（申込多数の場合は区内在住･在勤者優先のうえ抽選）
費　　用　2,000円（入場時間・座席指定）　中学生以下は1,000円（当日受付で支払う）
申込方法　5月10日（必着）までに往復はがき（一人一枚限り）で、返信用の表に申込者の郵便番号・

住所・氏名を記入し（裏面は白紙）、往信裏面に  ①古典芸能鑑賞会  ②氏名・ふりが
な  ③郵便番号・住所  ④電話番号  ⑤年齢  ⑥在勤の方は勤務先（名称・所在地・電
話番号）を記入して申し込む。

企 画 ・ 制 作
主　　　　　催

申込（問合せ）先

中央区古典芸能の会
中央区文化・国際交流振興協会
〒104－0041　中央区新富１丁目13番24号　新富分庁舎内
中央区文化・国際交流振興協会　☎03（3297）0251

講　　話 「中央区郷土よもやま話
 　弥次喜多と十返舎一九から東京五輪まで」 
    伊　東　成　郎

舞　　踊　清元 「三社祭」  善　玉 花　柳　寿美藏
   悪　玉 花　柳　源九郎
   演　奏 清　元　菊　輔　連中

琉球舞踊 古典女踊り「本嘉手久節」 立　方 佐　辺　良　和
   歌三線 大　城　貴　幸
   　　箏　 町　田　倫　士

落　　語 「ちりとてちん」   入船亭　扇　遊

新作邦楽 「弥次喜多・東海道中膝栗毛 in 中央区」　   
作　詞 神　津　善　行

作　曲 長唄：今　藤　美治郞 常　磐　津：常磐津　兼太夫 清元：清　元　菊　輔
 小唄：蓼　　　胡　茂 囃子作調：堅　田　新十郎

囃　子  堅　田　新十郎　社中
司　会 鳥羽屋　里　夕　

監　修 常磐津　英　寿  花　柳　壽　輔

 日　時　 令和３年６月５日㈯ 午後５時開演（４時10分開場）

 会　場　 日本橋公会堂ホール「日本橋劇場」
　　　　　中央区日本橋蛎殻町１－31－１（日本橋区民センター４・５階）
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むとぅかでぃくぶし

 清　元 清　元　清榮太夫
  清　元　菊　輔
 小　唄 蓼　　　胡　茂
  蓼　　　鈴　緒
 囃　子 堅　田　新十郎

講　談  神　田　阿久鯉
演　奏 長　唄 杵　屋　利　光
  今　藤　美治郎
 常磐津 常磐津　兼　豊
  常磐津　孝　野



演　　目

新作邦楽

「日本橋劇場」案内図

日本橋公会堂ホール

東京メトロ
　半蔵門線「水天宮前」駅　６番出口

徒歩２分
　日比谷線「人 形 町」駅　Ａ2出口

徒歩５分
　東 西 線「茅 場 町」駅　４-a出口

徒歩 10分
都営地下鉄
　浅 草 線「人 形 町」駅　Ａ３出口

徒歩７分

交　 通

講　　話 「中央区郷土よもやま話
 　弥次喜多と十返舎一九から東京五輪まで」  伊　東　成　郎
舞　　踊　清元 「三社祭」   善　玉 花　柳　寿美藏
    悪　玉 花　柳　源九郎
    演　奏 清　元　菊　輔　連中

琉球舞踊 古典女踊り「本嘉手久節」  立　方 佐　辺　良　和
    歌三線 大　城　貴　幸
    　　箏　 町　田　倫　士
落　　語 「ちりとてちん」    入船亭　扇　遊
新作邦楽 「弥次喜多・東海道中膝栗毛 in 中央区」
   講　談  神　田　阿久鯉
   演　奏 長　唄 杵　屋　利　光
     今　藤　美治郎
    常磐津 常磐津　兼　豊
     常磐津　孝　野
    清　元 清　元　清榮太夫
     清　元　菊　輔
    小　唄 蓼　　　胡　茂
     蓼　　　鈴　緒
    囃　子 堅　田　新十郎

　2021年、中央区は飛躍の年。十返舎一九の代表作「東海道中膝栗毛」を抜け出した弥次郎兵衛・喜多八
が多彩な邦楽に乗せて、現代の中央区を楽しく案内する新曲です。

囃　子 堅　田　新十郎 　社中
司　会 鳥羽屋　里　夕　

監　修 常磐津　英　寿　  花　柳　壽　輔

作　詞 神　津　善　行
作　曲 長唄：今　藤　美治郞 常　磐　津：常磐津　兼太夫 清元：清　元　菊　輔
 小唄：蓼　　　胡　茂 囃子作調：堅　田　新十郎
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